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★
今
年
に
入
っ
て
外
国
人
観
光
客
が
非
常
に
増

え
て
来
た
感
じ
で
あ
る
。
京
都
駅
構
内
は
外

国
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
特
に
小
学
生
ぐ

ら
い
の
子
供
を
同
伴
す
る
家
族
連
れ
が
多
い
。

日
本
の
旅
行
と
は
少
し
違
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
あ

る
。
こ
れ
も
文
化
の
違
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
。
★
政
府
が

訪
日
外
国
人
旅
行
者
４
千
万
人
実
現
を
目
指
し
た
の
は
、
平

成
28
年
の
こ
と
で
あ
る
。
海
外
の
旅
行
客
を
日
本
に
呼
び
込

み
、
そ
れ
を
日
本
の
産
業
振
興
の
大
き
な
柱
に
し
よ
う
と
い

う
構
想
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
も
経
た
ず
し
て
、
目
標

を
達
成
し
た
。
★
今
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
い
わ
れ
る
外
国
人

観
光
客
は
３
千
万
人
を
超
え
、
こ
の
調
子
で
推
移
す
れ
ば
、

４
千
万
人
も
間
も
な
く
達
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
外
国
人
観

光
客
も
当
初
は
爆
買
い
と
言
っ
て
、
特
に
中
国
人
が
物
を
買

い
あ
さ
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
観
光
の
中
身
も
変
わ
っ
て
き

て
、
最
近
は
体
験
型
観
光
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
★
さ
て
、
急

激
な
観
光
客
の
訪
日
に
よ
っ
て
、
受
け
入
れ
の
体
制
が
整
わ

ず
、
日
本
国
内
で
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
宿

泊
施
設
不
足
、
公
共
交
通
機
関
の
混
雑
、
民
泊
に
よ
る
騒
音

と
ご
み
の
放
棄
な
ど
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
静
か
な
生

活
が
壊
さ
れ
る
、
こ
れ
以
上
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
い
ら
な
い

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
★
特
に
、
観
光
客
が
殺
到

す
る
こ
と
で
、
京
都
市
は
、
市
バ
ス
、
地
下
鉄
、
Ｊ
Ｒ
な
ど

が
非
常
に
混
雑
し
、
市
民
の
日
常
生
活
を
乱
し
、
古
都
京
都

ら
し
さ
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
心
配
の
声
が
沸

き
起
こ
っ
て
い
る
。
★
今
回
の
統
一
選
挙
で
も
、
民
泊
問
題

が
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
。
京
都
市
は
桝
本
市
長
時
代
、
観

光
客
5
千
万
構
想
を
打
ち
上
げ
た
。
平
成
25
年
に
そ
れ
が
達

成
さ
れ
た
ら
今
度
は
、
こ
れ
以
上
の
観
光
客
は
迷
惑
だ
と
い

う
。
本
当
に
人
間
と
は
、
勝
手
な
も
の
だ
と
思
う
。
国
際
観

光
都
市
、
世
界
文
化
自
由
都
市
を
標
榜
す
る
以
上
、
市
民
と

観
光
客
の
共
生
を
図
る
事
が
重
要
で
あ
る
。
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大阪12区の補欠選挙で北川候補の支援を訴える安倍首相

自
民
党
沖
縄
、
大
阪
の
補
欠
選
で
勝
て
ず

史上最低の地方選挙投票率
最も身近な選挙に関心薄い

史上最低の地方選挙投票率
最も身近な選挙に関心薄い

恒 心

4
月
7
日
、
4
月
21
日
投
票
で
行
わ
れ
た
統
一
選
挙
は
、
異
常
な

投
票
率
の
低
さ
と
、
無
投
票
選
挙
の
増
加
と
な
っ
た
。
京
都
で
も
、

市
内
11
行
政
区
の
う
ち
、
5
行
政
区
で
府
議
会
議
員
選
挙
が
、
無
投

票
と
な
っ
た
。
地
方
自
治
は
「
民
主
主
義
の
学
校
」
と
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
国
の
議
会
制
民
主
主
議
を
支
え
る
根
幹
で
あ
る
。
無
投

票
が
増
え
れ
ば
、
議
員
の
質
の
低
下
を
招
き
、
更
に
、
国
政
を
担
う

国
会
議
員
の
質
も
劣
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
期
間
、
沖
縄
、
大
阪
で
は
衆
院
補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
。
厳

し
い
戦
い
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
が
、
自
民
党
は
沖
縄
で
惨
敗
、
大

阪
で
も
、
最
終
日
に
安
倍
総
裁
が
現
地
に
入
り
、
大
東
市
、
寝
屋
川

市
の
３
か
所
の
街
頭
で
訴
え
た
が
、
前
職
の
議
席
を
守
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
統
一
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
、
夏
の
参
議
院
選
へ
向

け
て
、
与
野
党
の
激
し
い
戦
い
が
続
く
。
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NHK予算について質問する
二ノ湯議員

二
ノ
湯
議
員
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
予
算
で
質
問
に
立
つ

3
月
28
日
に
開
か
れ
た
参
議
院
総
務
委
員
会

で
二
ノ
湯
智
議
員
は
、
平
成
31
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
予

算
に
関
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
は
じ
め
、
理
事
者

に
質
問
し
た
。
議
員
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は
30

分
で
、
限
ら
れ
た
質
問
し
か
出
来
な
か
っ
た
。

質
問
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
二
之
湯（
職
員
の
不
祥
事
と
支
払
い
率
と
の

関
係
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
職
員
が
不
祥
事
を
起
す
と
、
必
ず

支
払
率
が
低
下
し
た
。
し
か
し
、
最
近
10
年
の

支
払
率
を
見
ま
す
と
、
職
員
の
不
祥
事
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
が
、
支
払
率
は
着
実
に
上
昇
に
転

じ
て
い
る
。
支
払
率
向
上
の
た
め
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
さ
れ
た
の
か
。

○
参
考
人（
松
原
Ｎ
Ｈ
Ｋ
理
事
）

受
信
料
の
公
平
負
担
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で

も
契
約
収
納
体
制
の
整
備
、
民
事
手
続
の
着
実

な
実
施
、
公
益
企
業
と
の
連
携
な
ど
の
営
業
改

革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
全

役
職
員
挙
げ
て
受
信
料
制
度
の
理
解
促
進
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。
支
払
率
の
向
上
は
こ

う
し
た
取
組
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
二
之
湯（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
最
高
裁
判
決
）

最
高
裁
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
の
徴
収
は
合

憲
で
あ
る
。
設
置
者
に
対
し
て
、
受
信
契
約
の

締
結
は
法
的
義
務
で
あ
る
と
判
断
を
下
し
た
。

判
決
後
、
設
置
者
、
つ
ま
り
テ
レ
ビ
を
持
っ
て

い
る
人
か
ら
ど
ん
な
反
応
が
あ
っ
た
か
。

○
参
考
人（
松
原
Ｎ
Ｈ
Ｋ
理
事
）

2017
年
12
月
の
最
高
裁
の
判
決
は
、
受
信
料
制

度
が
合
憲
で
あ
り
、
受
信
契
約
の
締
結
は
法
的

義
務
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
最
高
裁
判
決
後
、
視
聴
者
の
皆
様
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
い
い
番
組
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
意
見
や
、
公
平
を
保
つ
た
め
に
も
徹
底

的
に
不
払
者
を
な
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
様
々

な
御
意
見
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
最
高
裁
判
決

を
踏
ま
え
、
受
信
料
制
度
の
意
義
を
視
聴
者
の

方
々
に
丁
寧
に
説
明
し
、
公
平
負
担
の
徹
底
に

更
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

○
二
之
湯（
受
信
契
約
の
向
上
策
）

受
信
契
約
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

受
信
契
約
を
増
や
す
た
め
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
し
て

ど
の
よ
う
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

○
参
考
人（
松
原
Ｎ
Ｈ
Ｋ
理
事
）

公
益
企
業
と
の
連
携
や
専
用
資
材
を
使
っ
た

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
対
策
等
、
訪
問
に
よ
ら
な
い

契
約
収
納
活
動
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、
更
な

る
公
平
負
担
の
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
二
之
湯（
受
信
料
の
値
下
げ
）

今
年
の
10
月
か
ら
受
信
料
を
値
下
げ
す
る
。

月
に
35
円
、
衛
星
放
送
は
60
円
。
値
下
げ
よ
り

も
、
新
し
い
放
送
技
術
の
開
発
と
か
、
番
組
充

実
強
化
に
使
っ
た
ら
ど
う
か
。

○
参
考
人（
上
田
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
）

中
長
期
の
収
支
の
見
通
し
な
ど
を
真
剣
に
検

討
し
、
収
支
相
償
の
原
則
か
ら
早
期
に
受
信
料

の
値
下
げ
を
判
断
い
た
し
ま
し
た
。
公
共
放

送
、
公
共
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
情
報

の
社
会
的
基
盤
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
豊
か

で
良
い
放
送
、
４
Ｋ
、
８
Ｋ
放
送
の
コ
ン
テ

ン
ツ
強
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
業
務
の

充
実
、
国
際
放
送
の
充
実
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
強
化
な
ど
に
必
要
な
予
算
は
し
っ
か

り
と
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
。

○
二
之
湯（
大
河
ド
ラ
マ
の
選
考
過
程
）

京
都
府
で
は
、
明
智
光
秀
の
ゆ
か
り
の
地
の

自
治
体
の
方
々
が
知
事
を
先
頭
に
、
明
智
光
秀

を
ド
ラ
マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
運
動

を
平
成
23
年
か
ら
や
っ
て
き
た
。
今
度
、
明
智

光
秀
が
、「
麒
麟
が
く
る
」
と
い
う
題
名
で
放

送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
元
の
努
力
が

実
っ
た
の
か
、
戦
国
武
将
で
最
後
残
っ
て
い
る

の
は
、
明
智
以
外
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た

の
か
、
大
河
ド
ラ
マ
の
選
考
過
程
が
よ
く
分
か

ら
な
い
。

○
参
考
人（
木
田
Ｎ
Ｈ
Ｋ
専
務
理
事
）

大
河
ド
ラ
マ
は
、
決
め
る
際
に
は
次
の
よ

う
な
点
に
強
く
留
意
し
て
お
り
ま
す
。
1
つ

は
、
1
年
に
わ
た
っ
て
視
聴
者
の
興
味
を
引
き

付
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
波
乱
に
満
ち
た
生

涯
を
送
っ
た
主
人
公
が
存
在
す
る
こ
と
。
2
つ

目
は
、
主
人
公
の
生
き
方
を
通
じ
て
時
代
に
即

し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。
そ
れ
か
ら
、
時
代
設
定
が
特
定
の
時
代
に

偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
来

年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
で
も
、
大

河
ド
ラ
マ
と
し
て
は
初
め
て
明
智
光
秀
を
主
役

と
し
て
、
戦
国
時
代
の
英
雄
た
ち
の
姿
を
、
最

新
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
新
し
い
解
釈

で
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
新
し
い
人
物
像

と
し
て
描
い
て
い
こ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

○
二
之
湯（
大
河
ド
ラ
マ
と
地
方
活
性
化
）

大
河
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
る
と
、
い
ろ
ん
な

場
所
が
出
て
く
る
。
地
方
自
治
体
は
ゆ
か
り
の

地
を
観
光
名
所
と
し
て
売
り
出
し
、
観
光
客
を

誘
致
し
て
地
方
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
自
治

体
の
声
に
耳
を
傾
け
て
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
参
考
人（
木
田
Ｎ
Ｈ
Ｋ
専
務
理
事
）

ド
ラ
マ
と
そ
の
紀
行
の
双
方
か
ら
地
域
を
多

角
的
に
描
く
こ
と
で
、
地
域
の
多
様
な
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
地
域
な
ら
で

は
の
魅
力
を
今
後
と
も
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
。

○
二
之
湯（
テ
レ
ビ
番
組
へ
の
地
方
大
学
教
授
の

出
演
）

2
〜
3
週
間
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
る
番
組

は
、
で
き
る
だ
け
地
方
の
大
学
の
先
生
に
も
番

組
に
出
演
す
る
機
会
を
作
っ
て
あ
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。
地
方
に
も
こ
ん
な
立
派
な
先
生
が
い

る
ん
だ
。
若
者
が
、
地
元
の
大
学
で
勉
強
し
よ

う
と
い
う
気
に
な
る
。
地
方
の
先
生
も
含
め
、

幅
広
い
人
選
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
参
考
人（
上
田
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会
長
）

基
本
的
に
は
、
今
後
も
、
地
域
の
大
学
を
拠

点
に
活
動
さ
れ
て
い
る
専
門
家
の
方
を
含
め
ま

し
て
、
番
組
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
方
を
幅

広
く
人
選
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

後
半
の
選
挙
で
も
健
闘

ま
ず
ま
ず
の
結
果
で
終
わ
る

統
一
地
方
選
挙
前
半
、
自
民
党
健
闘

府
会
30
、
京
都
市
会
21
議
席
を
獲
得

4
月
7
日
に
投
開
票
さ
れ
た
府
議
会
、
京
都

市
会
の
選
挙
で
、
自
民
党
京
都
府
連
で
は
、
京

都
府
議
会
で
過
半
数
、
京
都
市
会
で
は
3
分
の

1
の
議
席
獲
得
の
目
標
を
立
て
、
京
都
府
連
、

各
選
挙
区
支
部
の
支
部
長
で
あ
る
衆
議
院
議

員
、
そ
し
て
、
西
田
、
二
ノ
湯
両
参
議
院
議
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
戦
っ
た
。
京
都
府
会

で
は
公
認
候
補
28
、
推
薦
1
、
そ
し
て
保
守
系

無
所
属
1
の
全
員
が
当
選
し
た
。
京
都
市
会
で

は
、
公
認
候
補
23
、
推
薦
1
を
擁
立
し
た
が
、

3
名
の
公
認
候
補
が
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ

た
。
し
か
し
、
左
京
区
で
推
薦
候
補
が
健
闘
し

て
当
選
し
た
。
当
選
後
の
会
派
構
成
で
は
、
自

民
党
府
議
団
、
京
都
市
会
議
員
団
と
も
第
1
党

の
座
を
確
保
し
、
今
後
の
京
都
府
政
、
京
都
市

政
に
お
け
る
主
導
的
立
場
を
維
持
し
た
。
新
し

く
選
ば
れ
た
議
員
は
次
の
方
々
で
あ
る
。

4
月
21
日
に
行
わ
れ
た
京
都
府
下
の
市
会
、

町
会
議
員
選
挙
で
も
、
自
民
党
の
公
認
、
推
薦

候
補
者
は
よ
く
健
闘
し
た
。
た
だ
、
宇
治
市
議

選
で
公
認
2
名
、
推
薦
1
名
が
残
念
な
結
果
に

終
わ
っ
た
。

京
都
府
議
会
議
員

選
挙
区

氏　
　
　
　

名

年
齢
区
分

北　

区

岸

本
　

裕

一

65

現
職

上
京
区

宮
下
友
紀
子

56

新
人

左
京
区

石

田
　

宗

久

52

現
職

中
京
区

青

木
　

義

照

55

新
人

東
山
区

荒

巻
　

隆

三

46

現
職

山
科
区

菅

谷
　

寛

志

58

現
職

下
京
区

小

巻
　

實

司

78

現
職

南　

区

秋

田
　

公

司

65

現
職

右
京
区

二
之
湯
真
士

40

現
職

北

原
　

慎

治

47

新
人

西
京
区

近
藤
永
太
郎

69

現
職

伏
見
区

渡

辺
　

邦

子

61

現
職

前

波
　

健

史

67

現
職

福
知
山
市

家

元
　
　

優

63

現
職

井

上
　

重

典

72

現
職

舞
鶴
市

池

田
　

正

義

64

現
職

綾
部
市

四
方
源
太
郎

45

現
職

宇
治
市
・

久
世
郡

藤
山
裕
紀
子

41

現
職

荻

原
　

豊

久

53

新
人

宮
津
市
・

与
謝
郡

中

島
　

武

文

34

現
職

亀
岡
市

田

中

英

夫

75

現
職

中

村
　

正

孝

65

現
職

城
陽
市

園

崎
　

弘

道

39

現
職

向
日
市

磯

野
　
　

勝

54

現
職

長
岡
京
市
・

乙
訓
郡

能

勢
　

昌

博

53

現
職

八
幡
市

田

島
　

祥

充

46

新
人

京
田
辺
市

古

林
　

良

崇

36

新
人

京
丹
後
市

森

口
　
　

亨

50

新
人

南
丹
市
・

船
井
郡

片

山
　

誠

治

59

現
職

木
津
川
市
・

相
楽
郡

兎

本
　

和

久

61

現
職

京
都
市
会
議
員
一
覧
表

選
挙
区

氏　
　
　
　

名

年
齢
区
分

北　

区

山

本
　

恵

一

65

現
職

上
京
区

寺

田
　

一

博

53

現
職

中
村
三
之
助

67

現
職

左
京
区

桜

井
　

泰

広

55

元
職

豊

田
　

恵

美

39

新
人

中
京
区

津

田
　

大

三

49

現
職

加

藤
　

昌

洋

31

現
職

東
山
区

平
山
た
か
お

31

現
職

山
科
区

富
　

き

く

お

67

現
職

𠮷
井
あ
き
ら

52

現
職

下
京
区

下
村
あ
き
ら

70

現
職

南　

区

し
ま
も
と
京
司

53

現
職

椋

田
　

隆

知

54

現
職

右
京
区

田

中
　

崇

則

44

現
職

森

田
　
　

守

43

現
職

井

上
　

与

裕

41

新
人

西
京
区

田

中
　

明

秀

57

現
職

西

村
　

義

直

50

現
職

伏
見
区

繁
　
　

隆

夫

72

現
職

橋

村
　

芳

和

57

現
職

道
端
　
弘
之

50

現
職

福
知
山
市

田
渕
　
裕
二

公
認

宇
治
市

中
村
　
麻
伊
子

公
認

木
本
　
裕
章

公
認

堀
　
　

明

人

公
認

西
川
　
康
史

公
認

鈴
木
　
崇
義

公
認

城
陽
市

小
松
原
一
哉

公
認

奥
村
　
文
浩

公
認

平

松
　

亮

推
薦

谷
村
　
浩
志

推
薦

一
瀬
　
裕
子

公
認

谷
　
　

直

樹

公
認

京
田
辺
市

久
保
　
典
彦

公
認

橋
本
　
善
之

推
薦

榎
本
　
昂
輔

公
認

岡
嶋
　
一
晃

推
薦

松
村
　
博
司

推
薦

八
幡
市

山
田
　
芳
彦

公
認

奥
村
　
順
一

公
認

中
村
　
正
臣

公
認

久
御
山
町

田
口
　
浩
嗣

推
薦

中
井
　
孝
紀

推
薦

林
　
　

𠮷

一

推
薦
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一
、
統
一
選
が
終
わ
っ
た
。
低
い
投
票
率
。
無

投
票
の
多
さ
。
投
票
場
に
足
を
運
ぶ
時
間
が
な

い
ほ
ど
1
日
中
、
忙
し
い
の
か
。
何
故
、
地
域

の
た
め
に
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
人
が
少
な
い

の
か
。
憂
う
べ
き
日
本
の
地
方
政
治
の
現
状
で

あ
る
。

一
、
慰
安
婦
、
徴
用
工
問
題
に
始
ま
っ
て
、
韓

国
の
反
日
運
動
が
止
ま
ら
な
い
・
ム
ン
政
権
の

狙
い
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な

い
。
反
日
と
南
北
統
一
を
掲
げ
て
政
権
を
獲
得

し
た
ム
ン
大
統
領
に
日
韓
友
好
を
期
待
す
る
の

が
、
無
理
で
あ
る
。

一
、
塚
田
国
土
交
通
大
臣
が
忖
度
発
言
に
よ
っ

て
、
辞
職
し
た
。
改
め
て
、
政
府
高
官
は
、
発

言
に
は
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
知
っ
た
。
私
も
総
務
副
大
臣
を
経
験

し
た
が
、
幸
い
に
も
失
言
問
題
は
起
こ
ら
な

か
っ
た
。

一
、
桜
田
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
が
、
更
迭

さ
れ
た
。
就
任
以
来
、
余
り
に
も
お
粗
末
な
発

言
が
続
い
て
い
た
。
首
相
は
適
材
適
所
の
人
事

だ
と
大
臣
を
か
ば
っ
て
い
た
も
の
の
、
東
北
復

興
よ
り
も
、
国
会
議
員
の
当
選
が
大
事
と
の
発

言
が
命
取
り
に
な
っ
た
。

一
、
円
満
な
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
を
目
指
す
、
メ

イ
首
相
の
案
が
こ
と
ご
と
く
議
会
で
否
決
さ
れ

て
い
る
。
離
脱
は
半
年
後
の
10
月
ま
で
延
期
さ

れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
議
会
対
策
が
出
来
る
の

か
。
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
で

あ
る
。
今
や
、
か
つ
て
の
大
英
帝
国
の
面
影
は

な
い
。

一
、
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ
小
渕
官
房
長
官
が

新
し
い
年
号
は
平
成
で
す
と
発
表
し
た
時
、
平

成
と
い
う
言
葉
が
、
最
初
な
じ
め
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
、
い
い
年
号
だ

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
令
和
も
時
間
が

た
つ
に
つ
れ
て
、
違
和
感
が
な
く
な
る
だ
ろ

う
。

一
、
タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ
ズ
の
奇
跡
の
復
活
を
喜

び
た
い
。
故
障
と
個
人
的
な
問
題
で
、
低
迷
を

く
り
返
し
て
い
た
時
、
ゴ
ル
フ
番
組
を
見
る
気

が
無
く
な
っ
た
。
彼
の
優
雅
な
プ
レ
イ
、
存
在

感
は
別
格
で
あ
る
。
や
は
り
タ
イ
ガ
ー
・
ウ
ッ

ズ
で
あ
る
。

３
市
の
市
長
選
挙
も

同
時
に
執
行

地
方
統
一
選
の
後
半
で
は
、
京
都
府
で
は
、

市
会
、
町
会
議
員
に
加
え
て
、
向
日
市
、
京
田

辺
市
、
木
津
川
市
の
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

向
日
市
長
選
、
安
田
氏
圧
勝

現
職
の
安
田
守
氏
が
1
期
目
で
企
業
誘
致
、

福
祉
行
政
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
、
共
産
党
推

薦
候
補
を
全
く
寄
せ
付
け
ず
、
大
き
く
引
き
離

し
、
2
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。

京
田
辺
市
長
に
上
村
氏

尾
形
氏
と
の
接
戦
を
制
す
る

後
半
の
統
一
選
挙
で
、
最
も
注
目
さ
れ
て
い

た
の
が
、
京
田
辺
市
長
選
で
あ
っ
た
。
市
長
選

挙
は
、
前
府
議
の
尾
形
賢
氏（
38
）と
元
府
議
の

上
村
崇
氏（
46
）の
新
人
同
志
の
戦
い
と
な
っ

た
。
上
村
氏
は
、
前
回
の
市
長
選
に
出
馬
、
石

井
市
長
に
142
票
差
で
敗
退
し
た
。
尾
形
氏
は
保

守
系
組
織
を
固
め
、
安
藤
衆
議
院
議
員
や
中
央

か
ら
多
く
の
国
会
議
員
の
支
援
を
受
け
、
最
終

日
に
は
、
石
井
市
長
も
選
挙
車
に
乗
り
、
石
井

市
長
の
後
継
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
前
回
選
挙

で
の
惜
敗
の
同
情
も
あ
っ
て
、
上
村
氏
が
勝
利

を
獲
得
し
た
。

木
津
川
市
長
に
河
井
氏

京
都
府
下
唯
一
人
の
女
性
首
長
で
あ
る
河
井

規
子
市
長
は
、
3
期
の
実
績
を
市
民
に
評
価
さ

れ
、
立
派
な
成
績
で
4
選
を
果
た
し
た
。

有
権
者
の
半
分
以
上
は
女
性
で
あ
る
。
従
っ

て
、
立
候
補
者
の
数
も
、
男
女
平
等
に
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
現
実
は
、
男
性
候
補
者
の
数

が
圧
倒
的
に
多
い
。
別
に
、
政
党
が
女
性
の
進

出
を
妨
害
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

現
実
に
女
性
の
政
界
進
出
希
望
者
は
少
な
い
。

そ
こ
で
、
国
政
選
挙
、
地
方
議
会
選
挙
で
候
補

者
の
数
を
出
来
る
だ
け
、
男
女
同
数
に
す
る
た

め
に
、
政
党
、
政
治
団
体
に
対
し
て
女
性
の
政

界
進
出
を
促
し
て
い
く
為
の
法
案
で
あ
る
「
政

治
分
野
の
男
女
共
同
参
画
推
進
法
」
が
、
超
党

派
の
議
員
の
賛
同
を
得
て
、
昨
年
議
員
立
法
と

し
て
成
立
し
た
。
今
回
、
自
民
党
公
認
、
推
薦

で
果
敢
に
挑
戦
し
、
栄
冠
を
獲
得
し
た
議
員

は
、
京
都
府
議
会
3
名
、
京
都
市
会
1
名
、
宇

治
市
議
会
1
名
、
城
陽
市
議
会
1
名
の
計
6
名

に
と
ど
ま
っ
た
。
他
の
職
種
へ
の
女
性
進
出
の

著
し
い
現
状
を
考
え
る
と
、
政
界
は
余
り
に
も

少
な
い
感
じ
で
あ
る
。
政
権
与
党
自
民
党
の
今

後
の
大
き
な
責
任
と
課
題
で
あ
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお
ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主
張にご賛同いただき、ご入会下さいま
すようお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

石井市長・二ノ湯府連会長と
支援を訴える尾形候補

進
出
難
し
い

　
　

女
性
の
政
界
入
り

　

大
き
い
政
党
の
役
割
と
責
任

─ 記 ─

日　時
令和元年6月1日㈯
午後1時30分（開会）

会　場
ANAクラウンプラザホテル京都
（京都市中京区堀川通　　
　　二条下ル土橋町10番地）

自民党京都府連
第70回定期大会
開催のご案内


